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序　文

　本書の刊行に向けた作業は2011年3月に発生した大地震とそれによる津波、
そして福島で起きた炉心溶融（メルトダウン）という重大な原発事故の直後に開
始された。その時我々は東北地方に住む日本の友人や研究者に連絡をとり、被災
者を支援するため何ができるか尋ねた。すると多くの人たちが、政府や企業（東
京電力：TEPCO）、大半のマスコミ、そして専門家の一部が伝える、震災の影響
についての情報は信頼できないと述べたのである。
　そこで我々は2012年5月に「原子力災害への対応：知ることの必要性」と題
する国際ワークショップを仙台の東北福祉大学（TFU）と共同で開催し、提起さ
れた疑問に対する答えを見出すべく、日本内外で活躍する最も知識ある人材を探
し求めた。ワークショップの開催にあたっては萩野浩基学長（訳注：当時）から
寛大な支援を受けるとともに、2日間にわたる専門家による討論、そしてその後
およそ400人に対して行なわれた討論結果の公開シンポジウムを、生田目学文教
授とともに組織した。我々の同僚であるリチャード・タンターとリッキー・カー
ステンが日本語で発表を行なう一方、他のワークショップ参加者は字幕つきイン
タビューの形で発表した。そして最後に、Asian Perspective 2013年第37巻4号の特
別号において、上記討論に基づく論文集を生田目教授が編集し、刊行した。
　しかし原子力を巡る国際的議論に立ち入れば立ち入るほど、議論の質に関する
懸念が高まっていった。誤った情報が数多く流布しているだけでなく、時には偽
の情報も流され、それによって原子力に関する議論の行方が左右されることもあ
るという事実に、我々は驚かされた。きちんと整えられた議論の場でさえも、原
発賛成派と反対派が互いに過去について滔々と語り、一方がある論点を力説した
かと思うと、もう一方は全く別の論点を強調する、というのが関の山だったので
ある。その上、オーストラリア、そして我々にとって最も近い隣人である東南ア
ジア諸国連合（ASEAN）10ヵ国のうち、原子力発電所を建設した国は一つもな
い一方で、数ヵ国が強い関心を抱いており、またすでに計画段階に入った国もあ
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る。
　こうした理由から、我々は2014年に、今度はオーストラリア国立大学（ANU）

において「東アジアにおける原子力発電：費用と効用」と題した国際ワークショ
ップを開催した。そこでは原発建設の決定にまつわる9つの主要な論点（建設費
用、規制、事故発生時の責任、廃炉、核廃棄物の処理、原子力発電と気候変動との関

係など）が打ち出されるとともに、これまでに原子力発電への賛成ないし反対を
表明したか否かにかかわらず、これら各論点に関する専門家が招聘された。
　このワークショップにはアメリカ、日本、シンガポール、台湾、そしてオース
トラリアから専門家が参加した。我々はANUの「世界における中国」という建
物で2日間にわたって討論し、3日目にその結果の公開シンポジウムを開催した。
そして、Asian Perspective 2015年第39巻4号の特別号において、今度はティルマ
ン・ラフの編集による論文集を刊行した。
　本書は福島原発事故後における我々の研究結果、ワークショップでの結論、そ
して当プロジェクトに参加した寄稿者の見解を示すものである。我々は東アジア
における原子力の役割を評価すべく最善を尽くした。
　まずは本書の11の章を執筆した各寄稿者と、その文章を入念に編集してくれ
たメアリー＝ルイーズ・ヒッキーに大きな感謝の気持ちを贈りたい。また二度の
ワークショップに参加し、その実施を手助けしてくれたその他の研究者や学生た
ちにも感謝の意を表する。東北福祉大学の萩野浩基、生田目学文両氏は素晴らし
い主催者であり、またANUにおいては国際関係学部、日本研究所、ANU-IU

（インディアナ大学）合同汎アジア研究所、そして素晴らしい施設を提供してくれ
た「世界における中国」に感謝申し上げる。The World Nuclear Industry Status Report

およびBulletin of the Atomic Scientistsに収載された世界原子力発電データベース
（�e Global Nuclear Power Database）は我々の研究を支える包括的かつ実証的な基
礎となる情報を提供してくれた。また、我々の作業に大きく貢献してくれたジュ
リー・ヘイズマンとマイクル・シュナイダーの両氏にも深く感謝するものである。

　全ての人にありがとう。
　キャンベラにて
　2017年9月　
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